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Ⅰ 会議の報告（１～１５ページ） 

１ 会議開催概要（４・５ページ） 

会期 開催日／場所 代表者／傍聴者 

第１回 第１日（通算①） ２０１９年４月２１日／国際交流センター １８人／９人

第２日（通算②） ２０１９年５月１９日／国際交流センター ２１人／７人

第２回 第１日（通算③） ２０１９年６月１６日／国際交流センター １９人／５人

第２日（通算④） ２０１９年９月８日／国際交流センター １８人／３０人

第３回 第１日（通算⑤） ２０１９年１０月２２日／国際交流センター １３人／７人

臨時会 （通算⑥） ２０１９年１１月１０日／国際交流センター 参加者 約９５人

第３回 第２日（通算⑦） ２０１９年１２月８日／国際交流センター １４人／７人

第４回 第１日（通算⑧） ２０２０年１月１９日／国際交流センター １６人／２人

第２日（通算⑨） ２０２０年２月９日／国際交流センター １７人／１人

＊川崎市外国人市民代表者会議条例（平成8年川崎市条例第２５号） 

  第９条    会議の開催は、１年に４回とし、１回当たり２日とする。 

 ２ 前項の規定にかかわらず、委員長が必要と認めるときは、臨時の会議を開催することができる。 

２ 調査審議の内容（６～１５ページ） 

【１】会議の運営（６・７ページ）

  （１）年間日程の決定と実行委員会の設置

  （２）正副委員長部会長会議の開催

【２】調査審議で出された意見（８・９ページ）

≪情報・広報部会≫ 

（１）情報

（２）防災・災害

（３）ワンストップセンター

（４）多言語ツールの作成

≪教育・就労部会≫ 

（１）学校での子どもへの日本語支援

（２）多文化・国際理解教育

（３）就労・労働問題

【３】臨時会（オープン会議）（１０～１５ページ）

日時  ２０１９年１１月１０日 １４：００～１７：００

場所  川崎市国際交流センター １階 ホール、レセプションルーム

参加者 約９５人

第１部  開会、主催者及び川崎市あいさつ等

第２部  分科会

     分科会Aと分科会Bに分かれ、提言案について参加者と意見交換
      分科会A：「乳幼児健診」
      分科会B：「学校での子どもへの日本語支援」「外国人労働者の雇用・労働問題」
第３部  全体会

     全体発表・質疑応答、コメント



Ⅱ 提言 （１７～３１ページ） 

 【１】乳幼児健診 （２０～２３ページ） 

外国人市民の子育て支援として、乳幼児健康診査のための多言語による支援の充実を図る。 

１ 代表者会議が作成した問診票の「多言語記入ガイド」を活用する。 

２ 乳幼児健康診査やそのほかの母子保健事業に関わる情報の多言語化を推進する。 

【２】学校での子どもへの日本語支援 （２４～２６ページ） 

日本語指導が必要な児童生徒が安心して学校生活を送れるよう日本語支援の充実を図る。 

１ 日本語指導が必要な子どもに対して総合的に支援ができるような体制を整備する。 

【３】外国人労働者の雇用・労働問題 （２７～３１ページ） 

外国人労働者の適正な就労に向けた取組を推進する。 

１ 労働関連法が遵守され、公正な待遇が確保されるよう事業主等への啓発と適切な監督指導

を徹底するとともに、外国人労働者への啓発と情報提供の充実を図るよう国に働きかける。 

２ 外国人を雇用する事業主等に対して、外国人の雇用ルールに関する啓発と情報提供を充実

させる。 

３ 外国人労働者に対して、適正な労働条件や相談窓口に関する啓発と情報提供の充実を図る。 

Ⅲ 各種活動状況 （３３～４４ページ） 

１ 市長・市議会への報告（３５ページ） 

２ 臨時会（オープン会議）の企画・運営（３６・３７ページ） 

３ ニューズレターの編集（３７・３８ページ） 

４ 行事への参加（３９～４１ページ） 

５ 代表者の活動状況（４２ページ） 

６ 専門調査員の活動状況（４３・４４ページ） 



Ⅳ 資料（４５～１２３ページ） 

１ 外国人住民人口統計（４７～５０ページ） 

２ 提出資料一覧（５１～５３ページ） 

３ 提言への市の取組状況（５４～１１３ページ） 

４ 外国人市民代表者会議のしくみ（１１４・１１５ページ） 

５ 条例・要綱・要領（１１６～１２３ページ） 


